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26年度地域力再生プロジェクト事業の具体化を図る　
木津川植物標本の冊子化について　17日の午前中に光田先生と上島さんに事務所にお越しいただきました。今手元にあるのは重複を整理しないで約1400枚の標本写真があります。この標本写真を活用して、木津川の植物の貴重な資料を冊子にまとめておくことは非常に貴重な資料として有意義な作業です。できるだけ協力して完成させましょうと、力強い賛同を得ました。先生のこの声に押されて、資料作成に挑んでいます。本として貴重な資料として記録にとどめることができれば素晴らしい実績となる。学術的にも高い評価が得られるのではないだろうかと思います。何よりも日本の植物界きっての村田源先生による同定がされている植物標本写真などいうものはすごい成果となるものです　といった声も聞こえてきます。まだまだ資料の整理が進んでいませんが、できあがれば素晴らしいものになるでしょう。

里山農園の水対策を検討　　
里山農園を開拓して以来最も大きな課題は水の確保をどのようにするかということでした。山裾や土手際には雨が降った後にはかなりの出水が見られますが、一週間程度の日照りでほとんどの出水は枯れてしまいます。朝早くとか夕方には、普賢寺川から水をくみ上げて水やりをしていただいてきました。かなりの重労働です。この改善なしには青物の栽培には非常に厳しいものがあります。農業土木を専攻されてきた顧問の上島さんが現地を視察して、ぜひ水確保には小さな井戸や池あるいは水ための掘削を提案していただきました。確かに厳しい条件のもとでも溜まるほどではありませんが完全に干しあがってしまうということもなく湿り気は残っている場所が数か所見られます。早速そのうちの一つを小泉さんが先陣を切ってかなり掘削していただきました。井戸やため池による水確保は待ち望んだ施設です。時間をかけて少しずつ行えばいいのではないかといった意見もありますが、作業する人の確保がなかなかむつかしく、できるだけ一挙に完成させる確実な計画と準備を整えて、作業に取り掛かれば完成させられるのではないかと思います。
魚とりに一般参加者の協力を要請　まとめ役として9名の方々にお願い文を発送（7月17日）　
（本文掲載）
このたびはご応募いただきましてありがとうございます。子どもたちが95名，付添の保護者が81名と大勢の参加となりました。加えて水難事故防止と諸準備や後始末などスタッフ50名（ボランティア）の体制を確保して、当日の運営を行います。
かなりの事前準備が必要です。また当日の人員把握と子どもたちの体力を考慮し、真夏の行事なので無事に終了できるように苦労しております。そこでご参加の皆様にもご協力をいただきたいと、上記のまとめ役をお願い申し上げました。
当日は9つグループを編成し、グループごとで安全対策などを行うことにいたしました。約10名の子ども達とその保護者でグループをくみ、責任者と補助員がついて指導させていただきます。スムースな進行と集中で効率よく運営ができるように各グループのまとめ役をお引受けいただければ、大変ありがたいところです。約2時間のスケジュールですが、ぜひともご了解いただきますよう、お願いいたします。どうかよろしくお願いします。なお　万一お引受けいただけない場合は、ご連絡をお願いいたします。
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淀川環境委員会に出席して　22日　　この日提案された平成26年度淀川河川事務所管内工事実施案に基づくと、木津川では飯岡地区と綺田地区での堤防強化工事が計画されていることがわかりました。二か所には貴重な植物が生育している場所があり、京田辺市、木津川市域とも最も注目しなければならない場所での堤防補強工事の実施となります。私ども里山の会が最も神経をとがらしている場所です。これまでの工法では生育している場所の土壌をはぎとって別の保管箇所に移動し、完成時には覆土として戻すということです。一見聞こえがいいものですが、はぎ取る場合にユンボで剥ぎ取りそのままダンプに投入して管理地でダンプから荷台をすべりおろし、その上に次の土砂を下すという積み上げ方式です。完成時にはそれをユンボで積み込み所定地に撒き散し、復元するものです、大型重機を使用しての作業ですので、重機が加わるごとにかき回され復元した時には数回のミキサーを経たものですから、原状復帰とはかなりかけ離れたものになっているようです。剥ぎ取り時には布団状況に剥ぎ取りミキサー状況にならない対策が求められています。レンリソウの移植実験では一部それが成功して、今年の春には移植によるショックから立ち直ったように見受けられ、開花が昨年比較でかなり増加しました。やはり丁寧な扱いが必要だという証であったと思います。この事実を傍聴者からの意見聴取で発言しておきました。秋から始まる工事地域を注目していきましょう。
7月20日　馬坂川観察会　グループレンジャー主催　よく晴れた梅雨明けで、夏休み初日なので出足が心配されました。チラシやポスターなども十分活用されることなく当日になりました。学生諸君は試験最中あるいは直前とのことでかなり悪条件が重なりました。
集合地点からの移動途中、河原区の区長さんにご無理を願って公民館に掲示してある写真の説明をお願いしました。ここは田辺高校の建設による敷地提供のために専業農家が一軒もなくなり、すべて兼業農家となりました。そして天井川の撤廃で南と北に分けられていた景色が一望できることになりました。こうした村の歩みや変化を掲示されている写真で解説をいただきました。今では新田辺駅に最も近い住宅地です。いち早い駅前開発で隆盛期がありましたが、いまでは駅西側の開発で駅裏通りになり栄枯盛衰がここに見られる地域です。
